
株式会社 グロージオ
現場代理⼈ ⻑野 隆
技術者番号 89298     

⼯事概要
１） ⼯事場所 静岡県 島⽥市向⾕元町 〜 島⽥市番⽣寺
２） ⼯期 令和3年 8⽉ 6⽇ 〜 令和5年 3⽉ 30⽇
３） 発注者 国⼟交通省 中部地⽅整備局 浜松河川国道事務所
４） ⼯事内容(番⽣寺地区抜粋)

仮設配管⼯

５） ⼯事の⽬的

道路改良(番⽣寺地区)

 道路⼟⼯ 残⼟処理⼯ ⼟砂等運搬

島⽥地区

論⽂名 「⼯事施⼯に伴う第三者対策について」

⼯ 種 種 別 細別 施⼯数量

500m3

⼯事名 「１号島⽥⾦⾕下部⼯事」

 地盤改良⼯ 安定処理⼯ 安定処理(浅層混合処理) 132m2
 擁壁⼯ 帯鋼補強⼟壁・

ｱﾝｶｰ補強⼟壁⼯ 補強⼟壁壁⾯材組⽴・設置 50m2

鉄筋 SD345 7.79ｔ
 排⽔構造物⼯ 側溝⼯ ﾌﾟﾚｷｬｽﾄU型側溝 3ｍ

盛⼟⼯(購⼊⼟) 120m3
 カルバート⼯ 場所打函渠⼯

(構造物単位) 函渠 95m3

集⽔桝･ﾏﾝﾎｰﾙ⼯ 現場打ち集⽔桝 4箇所
 橋台⼯ 作業⼟⼯(A2橋台) 床掘り ⼟砂 910ｍ3

⾃由勾配側溝 5ｍ
管渠⼯ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ台付管 5ｍ

鉄筋 SD345 14.34ｔ
機械式継⼿ 56箇所

埋戻し 流⽤⼟ 660ｍ3
橋台躯体⼯(構造物単位)
(A2橋台) 逆T式橋台 317ｍ3

 舗装⼯ アスファルト舗装⼯ 49ｍ2
 遮⾳壁⼯ 遮⾳壁設置 H=3.5m L=1.4m 14ｍ2

 法覆護岸⼯ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ⼯
(平ﾌﾞﾛｯｸ張) 平ﾌﾞﾛｯｸ張 220ｍ2

切梁･腹起し 75.7ｔ
⽔替⼯ ポンプ排⽔ 120以上450未満 1式

 構造物撤去⼯ １式
 仮設⼯ ⼟留･仮締切⼯ 鋼⽮板 118枚

本⼯事は、島⽥市野⽥〜島⽥市⼤代間の4⾞線化する事業で、交通渋滞の改善により
物流の効率化を図るとともに、市街地部の交通安全の向上・⽣活環境の改善を⽬的とし
た事業であり、向⾕地区・番⽣寺地区において橋台・橋脚⼯事を⾏うものである。

交通管理⼯ 交通誘導警備員 1式
1式



位置図(番⽣寺地区)

本⼯事における問題点

平⾯図

周辺状況 国道1号線を拡幅する⼯事の為、施⼯箇所が国道と隣接している。
現場内は市道があり歩⾏者、⾞両が通⾏している状態である。

国道拡幅に伴い、現場内を横断する市道部の場所打ち函渠を延伸しなければならない。
市道は⼩、中学校の通学路になっており、100⼈程の児童、学⽣が毎⽇使⽤している状況
だった。通常は全⾯通⾏⽌め規制を⾏い、⼯事に着⼿するのが基本的な進め⽅であるが、
今回に限っては地元⾃治会から、歩⾏者を通⾏させながら⼯事を⾏ってほしいと強い要望が
あった。このため発注者からも、地元要望に応える施⼯⽅法を検討するよう指⽰があった。

施⼯箇所

施⼯箇所



函渠⼯

断⾯図

現況写真

問題点の対策と検討
1.施⼯時期の検討
・函渠延伸を施⼯するに当り、浅層混合処理、均しコンクリート、埋戻し、アスファルト舗装
 は、構造上どうしても全⾯通⾏⽌めにしなければ施⼯できない。
・浅層混合処理、均しコンクリートは施⼯初期、埋戻し、アスファルト舗装は施⼯後期となる
 為、全⾯通⾏⽌め期間は2回に分けて実施するように計画した。
・地元⾃治会の要望はあくまで児童、学⽣の通学路を通⾏⽌めにしたく無いとの事なので、
 全⾯通⾏⽌めにする時期は児童、学⽣が通⾏しない⻑期休みに設定して、施⼯初期は
 3⽉の春休み、施⼯後期は8⽉の夏休みに設定した。
・地元⾃治会に児童、学⽣の通⾏に⽀障とならない施⼯時期を提案して了承を得た。

起点側 終点側
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2.仮復旧の検討
・施⼯時期を2回に分ける事により、⼯事中断期間は市道を仮復旧して⾞、歩⾏者を通⾏
 させなければいけない。
・2次施⼯時に再度掘り返して施⼯する為、市道の仮復旧は砕⽯により仮設道路を計画し
 て道路管理者に提案したが、⼀般⾞両を通⾏されるにあたり、砕⽯では安全性に問題が
 あるとの⾒解だったので、アスファルト舗装にて再度計画した。

・仮復旧の舗装構成については、道路管理者と協議して決定した。
・施⼯再開時期は5⽉初旬を予定しており、仮舗装の使⽤は約1ヶ⽉間とした。

3.歩⾏者通路の検討
・2次施⼯時は場所打ち函渠構築時に歩⾏者を通⾏させなければならないので、構造物内
に歩⾏者通路を設置しなければならない。
・構造物はボックス形状となっている為、通路下部、上部で施⼯できる様な構造にしなければ
ならない。
・歩⾏者通路の上部での作業時は落下物の危険性があるので、防護設備が必要となる。
・構造物内に歩⾏者通路を確保する為、⽀保⼯形状を考慮しなければならない。

以上の事を踏まえて歩⾏者通路を計画した。

仮復旧舗装構成図
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歩⾏者通路設置時写真

・歩⾏者通路は下部の施⼯スペースを確保する為、鋼材にて架台を組⽴て宙に浮かせて
スペースを作り、鋼材により堅固に組⽴てる事により歩⾏者重量に耐えうる構造とした。
・上部には⽊製パネルを設置して、落下物防護を⾏った。
・夜間の通⾏もあるので、LED照明を設置して照度確保した。
・通路は⾬でも滑らないように、滑り⽌めのマットを設置した。
・歩⾏者が作業員を気にならないように⽬隠しメッシュシートをフェンスに設置した。
・⾃転⾞は降りて通⾏してもらう為に、⼊⼝部に看板を設置して周知した。

・使⽤する児童、学⽣の⼩、中学校に注意喚起のチラシを配布して周知した。
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完成写真

まとめ
歩⾏者通路を設置した事により、通学に⽀障なく安全に児童、学⽣が通⾏する事ができた。
⼜、施⼯時期を2回に分ける事により、⻑期間の全⾯通⾏⽌め規制を⾏わずに⼯事を進めた為
、周辺地元住⺠よりの苦情も無く⼯事を完了する事ができた。

注意喚起⽤チラシ


